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丁蕪‐栗 辺水田」ラムサール条約湿地登録20周年

沐礫八時鉤鼈覺鰊‐輻‐褥餃

周●・』沼

申識 藤謬撃暴轟蕃導庫本来戦略室■o2‐キ2201

鸞
界
に
認
め
ら
れ
た
鐵
際
的
な

湿
糧ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
は
、
昭
和
４６

年
に
ラ
ム
サ
ー
ル
（イ
ラ
ン
）開
催

の
国
際
会
議
で
採
択
さ
れ
た
、
湿

地
に
関
す
る
条
約
で
す
。
国
際
的

に
重
要
な
湿
地
お
よ
び
生
息
。生

育
す
る
動
植
物
の
保
全
と
賢
明
な

利
用
の
促
進
の
た
め
に
各
締
約
国

が
と
る
べ
き
措
置
な
ど
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
ま
す
。

「蕪
栗
沼
・周
辺
水
田
」
は
環
境

保
全
や
渡
り
鳥
と
の
共
生
の
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
、
平
成
１７
年
Ｈ

月
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第
９
回
締
約

国
会
議
で
、
名
称
に
「水
田
」
が
使

わ
れ
た
世
界
で
初
め
て
の
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

豊
か
な
湿
堆
と
農
村

の
原
風
景

が
残
る
『蕪
薬
漂
・周
辺
水
爾
』

田
尻
地
域
に
位
置
す
る
「蕪
栗

沼
・周
辺
水
田
」
は
、
県
北
部
を
流

れ
る
北
上
川
の
支
流
、
迫
川
の
流

域
に
あ
る
遊
水
地
機
能
（※
）を
持

つ
堰
止
め
湖
の
蕪
栗
沼
と
、
沼
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
周
辺
の
水
田

地
帯
が
豊
か
な
湿
地
生
態
系
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

遊
水
地
管
理
の

一
環
と
し
て
湿

地
を
保
全
す
る
こ
と
で
、
多
様
な

動
植
物
の
生
息
・生
育
場
所
や
ガ

ン
類
の
「ね
ぐ
ら
」
の
増
加
に
つ
な

が
り
、
生
物
多
様
性
が
育
ま
れ
て

）

い
ま
す
。

※
遊
水
地
機
能
と
は
、
大
雨
な
ど

で
川
の
水
が
増
え
た
際
、
そ
の

水
を

一
時
的
に
貯
め
込
み
、
川

の
水
位
を
下
げ
る
機
能
で
す
。

水
鳥
の
楽
園

蕪
栗
沼
の
平
均
水
深
は
約
５０
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
浅
く
、
周
辺
に

は
餌
場
と
な
る
広
大
な
水
田
が
広

が

っ
て
お
り
、
水
鳥
に
と

っ
て
好

適
な
越
冬
環
境
に
な

っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
冬

に
な
る
と

マ
ガ

ン

や
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
を
は
じ
め
、
シ

ジ

ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
、
ハ
ク
ガ
ン
な

ど
１０
万
羽
以
上

の
ガ

ン
類
が
渡

来
・越
冬
し
ま
す
。先
人
か
ら
今
に

続
く
農
の
営
み
が
、
渡
り
鳥
に
憩

い
の
場
を
提
供
し
、
自
然
と
の
共

生
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

|1人 FB5←申然が共生する社会を実現する上で、国際的に重

▲水田で落ち穂を食べるマガン
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ラムサール条約には、条約の目的である湿地の「保全」と、湿地の恵みを持続的に活用する「ワイズユース(賢明な利
用)」 、さらにこれらを促進する「交流・学習」の3つの柱となる考え方があります。この3つの柱を軸にした取り組み
が、大崎の「宝Jを守り、育み、そして次世代への継承につながります。

枯れた植物が堆積すると水lElが狭

まり、「ねぐら」の面積が減少するこ

とで、ガン類の生活環境の悪化が懸

念されます。ガン類の生活環境を守

るため、∃シの刈り取りや、地域の消

防団と協力した野大により、陸地化

を抑制しています。

周辺水田では、「/S、ゆみずたんば」

(冬の田んばに水を張る無農薬農法 )

の取り組みが行われています。「/S、ゆ

みずたんぼ」はガン類の「ねぐら」と

なるだけではなく、作られた米は、渡

り鳥との共生を目指す地域ブランド

の象徴でもあります。

次世代育成として、市内の小。中学

生を対象に、「蕪栗沼・周辺水田」を活

用した環境学習を推進しています。

また、豊かな自然環境を生かし、冬

季の渡り鳥観察だけではなく、里山

の散策など四季を通じたツーリズム

を展開しています。
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▲ガン類の憩いの場「ぶ、ゆみずたんぼ」 ▲多くの人が渡り鳥の観察に訪ねます

長年にわたり、「蕪栗沼・周辺水田」の環境保全活動などに取り組んでいる特定非
営利活動法人「蕪栗ぬまっこくらぶ」冨」理事長の戸島 潤 氏に話を聞きました。

生物多様性の宝庫として世界に誇ねる蕪栗沼|よ、今では地域にとってかけがえの
なしヽ「宝」と認識されてしヽますが、日囲尻町時代に県が計画した洪水抑制のための遊
水地工事は、自然環境への配慮が不足したものでした。しかし、豊かな生態系を守る
ため地域住民と県が協議を重ねた結果、協議の中で自然環境に配慮した「蕪栗沼遊水
地」の保全計画が策定され、保全意識が地域全体に広がりました。
私たち「蕪栗ぬまつこくらぶ」は平成12年に法人を設立して以来、動植物のモニタ

リング調査や小・中学校での環境教育などに取り組んでいます。ラムサール条約湿地登録から20周年を迎えた
今、豊かな湿地環境を中心とする人間と生物の共生モデルとして、「蕪栗沼・周辺水田」の在り方を世界に発信し
ていきたしヽです。

「蕪栗沼。周辺水田」ラムサール条約湿地登録20周年の記念シンポジウムなどを開催します。この機会にラム
サール条約湿地の役害」について、改めて考えてみませんか。詳しく|よ、市ウェブサイトを確認してくださしヽ。

日時 11月 8日 l■1 10日寺～
場所 大崎市田尻文化センター
内容 0基調講演、②高校生によるパネルディスカッション、0ガン類のねぐら入り観察会、
④クイズ∃一ナー、0手作リワークショップ

定員 00300人程度0先着40人
申込 0～010月 1日 Qか ら31日 0まで申込フォームで申し込み
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君 の想 い を 未 来 へ と』

0月26日は
事選挙の投票日です

あなたの投じる―票が、日本の明るい未来につながります。満 18歳以上の人は、棄権することなく、清く正し
い一票を投じましょう。詳しくは、.市ウェブサイトを確認してくださしヽ。

固 選挙管理委員会事務局 公23‐9124

絋櫃鰈儡 10月 26日 lH1 7日寺から19E寺まで ※鳴子温泉地域は18日寺までです。

浙  入場券に記載された投票所を確認してください
鼈炊 躊儡 同日 20日寺45分から
鶉 餃 躊 夕力カツアリーナ大崎 (古川総合体育館)

市
内
で
転
居
し
た
人

建
挙
公
幸晨
の
酉己
布

Γ
　

富

晰舞膵
絋

靱大崎市で投票できる人

年
齢
が
満
１８
歳
以
上
（平
成
１９

年
１０
月
２７
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）
で
、大
崎
市
に
令
和
７
年
７
月

８
日
以
前
か
ら
居
住
す
る
、
大
崎

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

令
和
７
年
７
月
９
日
以
降
に
県

内
か
ら
大
崎
市
に
転
入
の
届
け
出

を
行

っ
た
人
は
、
前
の
市
区
町
村

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
〈
「
和
７
年
７
月
９
日
以

降
に
大
崎
市
か
ら
県
内
の
市
区
町

村
に
転
出
し
た
人
は
、
大
崎
市
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
フ」
の
場
合
、

県
内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
の
確
認
（※
）が
必
要
で

す
。
※
当
日
投
票
ま
た
は
期
日
前
投
票

を
希
望
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ

め
「引
き
続
き
県
内
に
住
居
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
て
お
く
と
円
滑
に
投
票

が
で
き
ま
す
。証
明
書
は
、居
住

す
る
市
区
町
村
に
限
ら
ず
、
ど

の
市
区
町
村
で
も
発
行
で
き
ま

す

。
９
月
１６
日
以
前
に
転
居
の
届
け

出
を
し
た
人
は
、
転
居
先
の
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。９
月
１７
日
以
降
に
転
居
の
届
け

出
を
し
た
人
は
、
前
の
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

鞣
投
票
所
入
場
券
の
発
送

投
票
所
入
場
券
は
、
運送
挙
の
告

示
日
（１０
月
９
日
肉
）を
め
ど
に
順

次
発
送
し
ま
す
。
届
い
た
ら
記
載

さ
れ
た
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。配
達
の
都
合
に
よ
り
、同

じ
世
帯
員
で
も
別
々
に
届
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
入
場
券
が
無
く
て
も
受

け
付
け
が
可
能
で
す
。紛
失
、
ま
た

は
忘
れ
た
場
合
は
、
投
票
所

の
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
氏
名
・経
歴
・政
見
な

ど
を
記
載
し
た
選
挙
公
報
を
、
１０

月
２４
日
０
ま
で
に
行
政
区
長
を
通

し
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

な一不
在
者
投
蒟
一不
制
度

投
票
日
当
日
に
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

▼
出
張
・旅
行
な
ど
で
大
崎
市
以

外
に
滞
在
し
て
い
る
場
合

１０
月
１０
日
０
か
ら
２５
日
０
ま

で
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
で
投
票

が
で
き
ま
す
。希
望
す
る
場
合
は
、

大
崎
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
、
投

票
用
紙
な
ど
の
必
要
書
類
を
早
め

）

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（〒
９
８
９
１
６
１
８
８

古

川
七
日
町
１
番
１
号
　
市
役
所
本

庁
舎
４
階
）窓
回
、郵
送
ま
た
は
大

崎
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（※
）
で
行
え

ま
す
。

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
請
求
期
限
は
、

１０
月
２２
日
い
ま
で
で
す
。

▼
病
院
。老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
不

在
者
投
票
指
定
施
設
に
入
院
・

入
所
し
て
い
る
場
合

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
不
在
者
投
票
指
定
施
設
と
し
て

指
定
し
た
病
院
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
指
定
施
設
で
投
票
を

行
う
場
合
は
、
入
院
・入
所
し
て
い

る
施
設
に
、
不
在
者
投
票
を
行
い

た
い
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
障
が
い
の
あ
る
人
が
郵
送
で
投

票
す
る
場
合

体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

な
ど
が
郵
送
で
投
票
を
行
う
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
大
崎
市
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
「郵
便
等
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
１０
月
２２
日

ω
‐７
時
ま
で
に
所
定
の
様
式
で
投

票
用
紙
な
ど
の
請
求
を
し
て
く
だ

さ

い
。
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期日前投票は、投票日当日に用事などで投票所へ行くことができない人が投票日の前日までに投票することがで
きる制度です。                 |
投票日当日に投票所に行けない理由を申し立てるとともに、その申し立てが真正であることの瞳誓書」を提出し
て投票することになります。投票所入場券の裏面が「宣誓書」になつていますので必要事項を記入の上、持参してくだ
さい◇
なお、以下の全ての期日前投票所で投票できますが、会場によって投票できる日時が異な,り ますので、注意してく
ださい。

期日前投票所 期間 時間

市役所本庁舎 1階市民

交流エリア屋内広場

(パタ崎さん家)(※ )

(古川七日町 1-1)

各総合支所

0月 10日⑥
～25日ω

8日寺30分
′̂V20日寺

大Ш奇生涯学習センター

(パレットおおさき)

(古り‖穂波3-4-20)

10月 21日ω
～25日ω

9日寺-19日寺

鬼首基幹集落センター

(鳴子温泉鬼首字原43-

1)

10月 23日 Q・
24日0

8日寺30分
-17]寺

向山集会所

(鳴子温泉字通原268)
10月 22日因 10日寺́ Vヽ14]寺

寒湯生活改善センター

(鳴子温泉鬼首字高剥

14)

10月 23日肉 10]寺-14]寺

※10月 19日 0は「おおさき古川秋まつり」の開催に伴い、市役
所本庁舎3階301会議室となります。

Ｎ①

至 古川駅

00

「
~~¬

1 片倉病院

L

至三本本方面

地域交流センター

(あすも)

鰺晰鱚鍛変重につ鋏て

投票区

古川第 7投票区

鳴子第 7投票区

稲葉南区集会所

オニコウベリフレッシュセンター

公職選挙法の―部改正により、平成28年から投票所に同伴できる子どもの年齢が「幼
児」から「18歳未満」に拡大されました。

市選挙管理委員会では、子どもが選挙を身近に感じられる取り組みとして、市内の小
学校に在学する児童を対象とした選挙に関するクイズを実施します。

クイズには、各投票所で配布するチラシの二次元コードから参力0でき、正解者には抽
選で記念品が当たります。この機会に、親子で投票所に行ってみませんか。

以下のとおり投票区の投票所が変更となりますので、注意してください。

社会福祉法人ウィンズライフ「いろは」

鬼首基幹集落センター

51広報おおさき 2025年 10月号



鞣浴丁覺鼈魃薇
子育てイベントや講座、育児相談などの情

報を市ウェブサイトに掲載しています。ぜひ

チェックして、日々の子育てに役立ててくだ

さい。

覺薇ひ眈鐙釉毯みを確蠍

宦晰瞑孝嘔宦不了琲黎颯楔

乳幼児健診。本目談の日程や持ち物は、市ウェ

ブサイトを確認してください。

鰤饂巡瘍濶魏閻繹褥

切惑鰺輪躇祗

）

市
長

コ
ラ
ム

記
録
的
な
猛
暑
や
渇
水
を
乗

り
越
え
て
、
「大
崎
耕
土
」
が
実

り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。

世
界
農
業
遺
産
「大
崎
耕
土
」

の
お
い
し
い
新
米
を
、
全
国
に

お
届
け
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ

つヽ
。政
府
は
戻
「
和
の
米
騒
動
」
を

受
け
て
、
半
世
紀
ぶ
り
に
減
反

か
ら
増
産

へ
と
、
米
政
策
の
舵

を
切
り
ま
し
た
。
主
食
で
あ
る

米
が
安
定
的
に
生
産
。供
給
さ

れ
る
こ
と
は
、
食
料
安
全
保
障

の
根
幹
で
あ
り
、
政
治
の
責
任

で
も
あ
り
ま
す
。
時
宜
を
得
た

判
断
で
あ
る
と
評
価
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
減
反

政
策
で
、
米
農
家
は
激
減
し
て

お
り
、耕
作
放
棄
地
は
拡
大
、担

い
手
の
高
齢
化
や
資
材
・燃
料

の
高
騰
に
よ
る
経
営
悪
化
な
ど

に
よ
り
、
増
産
意
欲
が
湧
い
て

お
り
ま
せ
ん
。

政
府
が
中
長
期
的
な
視
点
か

ら
増
産
実
現

へ
の
具
体
的
道
筋

を
示
さ
な
け
れ
ば
「笛
吹
け
ど

も
踊
ら
ず
」
に
帰
し
て
し
ま
い

ま
す
。
米
づ
く
り
を
経
験
し
た
者
と

し
て
、
ま
た
、
一
大
生
産
地
の
市

長
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
農
地

の
大
区
画
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
、
所
得
安
定
の
た
め
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
、
中
山
間

地

へ
の
支
援
、
新
規
就
農
者
や

担
い
手
の
育
成
な
ど
、
現
場
の

意
欲
喚
起
に
本
気
に
な

っ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。大
崎
地
方
に
は
「田
」
や
「米
」
、

「稲
」
、
「倉
」
な
ど
稲
作
に
ゆ
か

り
の
あ
る
地
名
や
「サ
サ
ニ
シ

キ
顕
彰
碑
（少
年
と
母
親
の
像
と

や
「お
米
の
研
究
拠
点
」
で
あ
る

宮
城
県
立
古
川
農
業
試
験
場
な

ど
も
あ
り
、
世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
米
づ
く
り
に
関
わ

る
シ
ス
テ
ム
や
文
化
、
歴
史
の

宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。

我
が
「大
崎
耕
土
」
が
本
領
を

発
揮
す
る
「天
の
時
」
で
す
。

「お
米
の
聖
地
」
実
現
に
向
け

て
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ

つヽ
。
入
嗜
ヤ
晨

好
鷹
薦
恙

豊
穣

の
秋
に
思
う

※詳しくは、各子育て支援

センターまで問い合わせ

ください。

古川

地域
8日図・29日因 9:45～ 10:30清滝地区公民館

山

域

松

地

3日 0・ 17日0
9:50～ 10:35松山駅前区集会所
11:10～ 11:55下伊場野水辺の楽校駐車場

10日 0・ 24日0 9:50～ 10:35松山公民館
三本木

地域
3日 0・ 17日0

13:40～ 14:25三本木総合支所駐車場
14:50～ 15:40南谷地集会所

鹿島台

地域
10日 Q・ 24日0

11:05～ 12:05鹿島台総合支所駐車場

13:25～ 14:25鹿島台公民館
14:55～ 15:25日鹿島台第二小学校

岩出山

地域

8日図・29日因

11:00～ 11:45真山地区公民館

13:40～ 14:25有備館の森公園駐車場
14:50～ 15:35ウ ジエスーパー岩出山店

1日図・15日因

13:30～ 14:15あ・ら・伊達な道の駅

14:45～ 15:30で薯ビ面淫
ンタートラス

鳴子

温泉

地域

9日困・23日困

10:40～ 11:25鬼首地区公民館
13:05～ 13:50中山コミュニテイセンター

14:15～ 15:00湯めぐり駐車場

1日図・15日因
10:10～ 10:55鳴子総合支所駐車場
11:20～ 12:05サ |1渡地区公民館

田尻

地域
21日閃

10:35～ 11:35大貫地区公民館
13:05～ 14:00 沼部公民館

14:25～ 15:20ウ ジエスーパー田尻店

※悪天候などの事情で、運行を中止・変更する場合があります。
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ビストロてっちゃん

古川駅前大通3-1-1内 野ビル103
定休日:水。日曜日

営業時間 :ランチ 11時 30分～14時
(ラストオーダー13時30分 )
ディナーー 17日寺30分-22日寺
(ラストオーダー20時30分 )
店主から一言

古典的なフランス料理を気軽に楽しめるビストロ

です。家族や友人と料理をシェアして味わいなが

ら、ゆつたりした時間を過ごしませんか。

憮礼吝馨ン聰笏罠も
いたしておりますので

是非こ利用ください。

『医食同源」に基づいた優れた
栄養バランスです。

栄養士監修のメニューを手作り中心で
お届けします。

やわらかい食事にも対応します。

豊富な経験と実績で安心安全な

食を提供します。

蝙 幸 向日葵給食センター
〒989-6127大 崎市古サ1宮内字筏畑85

む0229‐2爆‐0068 FAX。 24o0618yttξ trム重象薦

大崎市は自主財源確保のために有料広告を掲載しています。


